
REX Aイ ダい ソー■50

チ ェェ ンバ イ ス付

取扱説明書

このたびはREXハ イパーソー150をお買い上げいただき,あ りがとう
ございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり,正 しく安全にお使いく
ださい。
お読みになった後は,い つでも見られる所に大切に保管してご利用くだ





電動工具の安全上のご注意
・火災,感 電,け がなどの事故を未然に防ぐために,次 に述べる「安全上のご注意」
を必ず守つてください。

・ご使用前に,こ の「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上,指示に従つて正し

く使用してください。      ・     .
。お読みになつた後は,お 使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくだ

さ い 。

作業場は,いつもきれいに保つてください。
丁ちらかった場所や作業台は町事故の原因になります。

② 作業場の周囲状況も考慮 してください。
・電動工具は,雨 中で使用 したり,湿 った1ま たは,ぬ れた場所で使用 しない

でください。
・作業場は十分に明るくしてください。
・可燃性の液体やガスのある所で使用 しないでください。

③ 感電に注意 してください。
…電動工具を使用中,身 体を,ア ース(接地)されているものに接角虫させないよ

うにしてください。

(例えば,パ イプ,帳 房器具,電 子レンジ,冷 蔵庫などの外枠)

幌戴捕電豊色皇掌弔彗fミ協れさせないでください。
・作業者以外,作 業場へ近づけないでください。

亀督邑鞠誓鞠の肇潟倉涼塚抽韓合錯業のかか揃酪管して

③ 無理 して使用 しないでください。
・安全に能率よく作業するために,電 動工具の能力に合った速さで作業してく

ださい。

② 作業に合 つた電動工具を使用 してください。
・小形の電動工具やアタッチメントは,大 形の電動工具で行なう作業には使用

しないでください。
・指定された用途以外に使用 しないでください。

幌F超寒縄斎ぎ腎埼亨ゲ奏承苫お金 と,回転部に巻き込まれる恐れが
あるので1着 用 しないでください。

・屋外での作業の場合には,ゴ ム手袋と滑り止めの付いた履物の使用をお勧め

します。
・長い髪は,帽 子やヘアカバーなどで覆ってください。



保護メガネを使用 してください。
丁作業時は,保 護メガネを使用 してください。また‐粉 じんの多い作業では,

防 じんマスクを併用 してください。

鴫望祈諏異蘭認 !築、ゲ章どぅなどの防音保護具を着用してください。
⊂》コFI曇,乱暴

に扱わな
逢万お杭

さ当とドを引っ張ってコンセントから抜
かないでください。

・コー ドを熱1油 中角のとがった所に近づけないでください。

(乳日!里れ嘉漂潔蟹者孝名花払たF予旨瑞 ぷどを利用してください。
手で保持するより安全で,両 手で電動工具を使用できます。

亀簿 香ぁ朽毒名ヤ茶す鼓:盤よぅにしてください。
① 電動工具は,注 意深 く手入れをしてください。
・安全に能率よく作業 していただくために,刃 物類は常に手入れをし,よ く切

れる状態を保ってください。
・注油や付属品の交換は,取 扱説明書に従ってください。
・コー ドは定期的に点検 し,損 傷 している場合は,お 買い求めの販売店.ま た

はレッキスエ業の営業所に修理を依頼 してください。
・継ぎ(延長)コー ドを使用する場合は,定 期的に点検 し,損 傷 している場合に

は交換 してください。
・握 り部は,常 に乾か してきれいな状態を保ち,油 やグリースが付かないよう

にしてくだ さい。

C)姿
Rぞ ?鰭 と言評

工具のスイ ッチを切 り,さ し込みプラグを電源 から

・使用 しない,ま たは,修 理する場合。
・刃物, トイシ,ビ ッ トなどの付属品を交換する場合。      ‐
。その他,危 険が予想 される場合。

催韻表玉逮、耗発盗だ監、選■増晃花出ダ蚤激生重跡取りはずして
あることを確認 してください。

② 不意 な始動 は避 けて ください。
・電源につないだ状態で,ス イッチに指を掛けて運ばないでください。
・さし込みプラグを電源に差 し込む前に,ス イッチが切れていることを確かめ

てください。

① 屋外使用 に合 つた継 ぎ (延長)コ ー ドを使用 して ください。
・屋外で使用する場合,キ ャブタイヤコー ドまたはキャブタイヤケーブルの継

ぎ(延長)ヨー ドを使用 してください。



∈》 油断 しないで十分注意 して作業を行 なって くだ さい。
・電動工具を使用する場合は,取 扱方法,作 業の しかた,周 りの状況など十分

注意 して慎重に作業 してください。
・常識を働かせてください。  ・
・疲れているときは,使 用 しないでください。

建渇ξ↓と,混々理発分笹簿端払勇登健1毅ないか紛齢吹酎酢
動するか,ま た,所 定機能を発揮するか確認 してください。

・可動部分の位置調整および締め付け状態1部 品の破損,取 り付け状態‐その

他,運 転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認 してください。
・損傷 した保護カバー,そ の他の部品交換や修理は,取 扱説明書の指示に従っ

てください。取扱説明書に指示 されてぃない場合は,お 買い求めの販売店 ,

またはレッキスエ業の営業所に修理を依頼 してください。
スイッチが故障 した場合は,お 買い求めの販売店,ま たはレッキスエ業の営

業所に修理を依頼 してください。
・スイッチで始動および停止操作のできない電動工具は,使 用 しないでくださ

い 。

a願ン 選百鑑 ち者歩た筆誓詰存R丸晴晶付尉やアタッ
チメント以外のものを使用すると,事 故やけがの原因になる恐れがあるのでⅢ
使用 しないでください。

C)電 動工具の修理は,専 門店に依頼 してください。
・この製品は,該 当する安全規格に適合 しているので改造しないでください。
・修理は,必 ずお買い求めの販売店1ま たはレッキスエ業の営業所にお申し付
けくだ

‐
さい。

修理の知識や技術のない方が修理すると,十 分な性能を発揮 しないだけでな
く,事 故やけがの原因になります。

回 二重絶縁について
電気が流れる導体部 と人の触れる外枠部の間が,二 つの絶縁物で二重に絶縁され

ている電動工具であり,こ の製品には
“
回

ル
マークを表示 しています。

二重絶縁工具は,感 電に対 し安全性が高められています。

異なった部品と交換 したり,間 違って組立てた りすると,二 重絶縁構造ではなく

なり,安 全でなくなる場合があ ります。

電気系統の分解 ・組立や部品の交換 ・修理は,お 買い求めの販売店,ま たはレッ

キスエ業の営業所にご用命 ください。
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ハイパーソー 150の使用上のご注意

先に電動工具 として共通の注意事項を述べましたが,ハ イパーソー 150と して,

さらに次に述べる注意事項を守ってください。

① 使用電源は,銘 板に表示してある電圧で使用してください。

③

④

表示を超える電圧で使用すると,速 度が異常に高速となり,け がの原因に

なります。

作業する箇所に,電 線管 ・水道管やガス管などの埋設物がないこと

を,作 業前に十分確かめてください。

埋設物があると,の こ刃(ブレー ド類)が触れ,感 電や漏電 ・ガス漏れの恐

れがあり,事 故の原因になります。

使用中は,本 体を確実に保持 してください。

確実に保持 していないと,け がの原因になります。

使用中,横 体の調子が悪かつたり,異 常音が したときは,直 ちにス

イッチを切 つて使用を中止 し,お 買い求めの販売店,ま たはレッキ

スエ業の営業所に点検 ・修理を依頼 してください。

そのまま使用していると,け がの原因になります。

誤つて落としたり,ぶ つけたときは,の こ刃 (ブレー ド類)や機体な

どに破損や亀裂,変 形がないことをよく点検してください。

破損や亀裂)変形があると,けがの原因になります。

⑥ 可燃性のガスのあるパイプは爆発の恐れがあるので,切 断しないで

ください。

① のこ刃 (ブレード類)や付属品は,取 扱説明書に従つて確実に取り付
けてください。

確実でないと,はずれたりし,けがの原因になります。

② 使用中は,の こ刃 (ブレード類)や切粉の排出部に手や顔などを近づ

けないでください。

けがの原因になります。

③ 使用直後ののこ刃(ブレード類)rよ高温になっているので,触 れない

でください。

やけどの原因になります。

のこ刃(ブレード類)でコードを切断しないように注意してください。

感電の原因になります。



各部の名称

銘板
(裏側)

ゼツエンカバー

ハウジング

ハンドル

スイッチ引金

ブラシキャップ

図

ブラシホルダ

チェーンバイス

1

仕

さし込みプラグ

ダイヤル

使 用 電 源
単相交流 50/60 Hz共 用
電  圧 100V

切 断  能  力
鋼管………………… 外径 165m(150A)
ステンレス銅管…… 外径 1 1 5 1nrll(100A)

モ ー  タ  ー 単相直巻整流子モーター

/‐・
負 荷 電 流 12A

消 費 電 力 1 140 W

無負荷ストローク数 800～ 2000min l 1800～ 2000回 /分 |
ス トロ ー ク量 26 111El

質 里
里 3.9 kg(コー ドを除 く)

コ ド 2″と、キャブタイヤケーブル 2.5m
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標準付属口■

①のこ刃No,22 No。23………………各1枚

②六角レンチ……………………1個

③チェーンバイス…………………1組

④ケース……………………………・1個

図  2

特別付属品 ・…………・別途販売

(1)No口21の こ刃

用途については, 13ペ
ージの 「のこ刃について」の項をご参照ください。

(2)薄のこ刃用ブレードホルダ

薄のこ刀を使用すると

交換して使用します。

きは,本 体のブレー ドホルダと

10ペ ージの

さい。

薄のこ刃を使用する場合 をご覧 くだ

(3)チ ェーンバイス用チェーン (長さ 1.2m)

外径165皿以上の大径管固定用に使用します。

④

ｆ
「
―
ｌ
②
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途

○各種銅管,ス テンレス鋼管,ア ングル材の切断

○各種合成樹脂管の切断

○軟鋼板,ア ルミ板の切断

○木材等の切断      こ

作業前の準備

作業前に次の準備をすませてください。

1.漏 電 しゃ断器の確認………

この製品は二重絶縁構造ですので,法律により漏電しゃ断器の設置は免除され

ていますが,万一の感電防止のため,漏電しゃ断器が設置されている電源に接続

することをおすすめします。

2日 継ぎ (延長)コー ド………

端 率章章発毒率1筆導葦義公謹:準:!欝雲韓:妻壺灘 キ瑞 考特草年毒琴寄|:■===■=li:|=|11:■:==|====!■'■|==||■=|==:|!==:二■

・継ぎ(延長)コードは,損 傷のないものを使用 してください。

電源の位置がはなれていて継 ぎ(延長)コー ドが必要なときは,製 品を最高の

能率で故障なくご使用いただくため,電 流を流すのに十分な太さのものをでき

るだけ短 くしてご使用 ください。

導体公称断面積 最大長さ

1.251M12 10m

2  m l 1 2 15m

3 . 5  1 M 1 2 30 rn

3.作 業環境の整備 ・確認………

作業をする場所が注意事項にかかげられているような適切な状態になってい

るかどうか確認してください。

①騒音防止規制 について

騒音に関しては,法 令や各都道府県などの条例で危める規制があります。
ご近所に迷惑をかけないよう,規 制値以下でご使用になることが必要です。

状況に応じ, しゃ音壁を設けて作業してください。

左の表は,使 用できるコー ドの大 さ(導体公

称断面積 )とその最大長さを示 します。
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ご使用前に

墾撃韓韮轟聾塞饗 撃:鞘爵葦妻=華芸:筆撃
========車 !Ⅲ車:=車苦=■■=| ドヽ■=i =ヽ=::

・ご使用前に次のことを確認してください。 1～ 3項 については,さ し込み

プラグを電源にさし込む前に確認してください。

1.使 用電源 を確 かめる………

必ず銘板に表示してある電源でご使用ください。表示を超える電圧で使用す

るとモーターの回転数が異常に高速になり,横 体が破壊する恐れがあります①

また,直 流電源で使用しないでください。製品の損傷を生 じるだけでなく,

事故の原因になります。

2.ス イ ッチが切れていることを確 かめ る………

スイッチが入っているのを知らずにさし込みプラグを電源にさし込むと,不

意に起動 し,思 わぬ事故のもとになります。スイッチはスイッチ引金 (図 1参

照)を引 くと入 り,離 すと切れます。スイッチの引金を引き,離 したとき引金

が戻ることを必ず確認してください。

3.の こ刃 を取付 ける………

取付けは,「のこ刃の取付け方」の項をご参照ください。

4.電 源 コンセ ン トの点検 ………

さし込みプラグをさし込んだとき,ガ タガタだったり,す く
｀
抜けるようでし

たら修理が必要です。お近くの電気工事店などにご相談 ください。

そのままお使いになりますと,過 熱して事故の原因になります。

のこ刃の取付け方

・万一の事故を防止するため,

から抜いておいてください。

必ずスイッチを切り,さ し込みプラグを電源

のこ刃止めネジ

図 3

厚のこ刃を使用する場合

(1)の こ刃止めネジを六角棒スパナで 3～ 4回

転 し,ゆ るめます。(図3)

(2)の こ刃をプランジャとブレエ ドホルダの間

にさし込み,ブ レー ドホルダの突起にのこ

刃の穴を入れます。(のこ刃を手前に引張 り,

抜けてこないことを確認 します。)(図 4)

(3)の こ刃止めネジを六角棒スパナで締付け,

のこ刃を十分に固定 します。

- 9 -
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フレードホルダ

のこ刃止めネジ

図

のこ刃止めネジ

プランジャ

ベース止めネジ

プランジャ

突起

薄のこ刃

襲∃,のこ刃止めネジがゆるむと切れ味が悪く
なり,の こ刃も損傷するので,十 分 に締

付けてください。

(4)ブ レー ドホルダは両面 とも同じ形状 をして

います。片面が摩耗 してガタ等が大 きくなっ

。たら, もう片面をご使用 ください。

薄のこ刃を使用する場合

薄のこ刃 と薄のこ刃用ブレー ドホルダは特別

付属品 (別途販売品)で す。販売店でお買い求

め ください。

(1)ベ ース止めネジをゆるめて,ベ
ースを取 り

はず し,厚 のこ刃用ブレー ドホルダを取 り出

します。(図 5)

(2)薄 のこ刃用ブレー ドホルダをプランジャに

取付けます。

(3)ベ ースを元のようにベース止めネジでしっ

か り固定 します。

(4)薄 のこ刃の穴を薄のこ刃用ブレー ドホルダ

の突起に入れ,薄 のこ刃を溝にはめ込みます。

(図 6)

(5)の こ刃止めネジを六角棒スパナで締付け,

のこ刃を十分に固定 します。

薄のこ刃用ブレードホルダ

図  6

醒ヨ・のこ刃止めネジがゆるむと切れ味が悪く
なりのこ刃とブレー ドホルダも損傷する

ので,十 分に締付けてください。

六角棒スパナ

のこ刃スピードの調整について

本機には,の こ刃のスピー ドを無段階に調整できる電子制御回路を内蔵して
います。

ダイヤルの目盛 り
｀
1″が最低速で,目 盛 り

｀
5〃が最高速です。軟鋼材には

高速が適し,ステンレス材には低速 (例えば,115ス テンレス鋼管の場合
｀
1〃)

が適しておりますが,切 断材料,作 業条件に合ったスピードでご使用ください。

(次ベージの図7)
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目盛 り

ダイヤル

図  7

塵∃・本機には強カモーターを使用していますが,
低速で長い時間連続 して作業すると,モ ー

ターに無理がかかり,焼 損の原因になりま

す。とくに切断中にのこ刃が停止するよう

な無理な使い方は避け,常 に滑 らかに切断

できるように,の こ刃スピー ドを調整 して

ください。

切 断 方 法

・ゼツエンカバー (図1参採)をはずさないでください。

必ずゼツエンカバーの上から本体を保持してください。
・チェーンバイスを切り落とし側の加工物に取付けて切断 しないでくださ
い。加工物と本体が一緒に落下します。

・能力以上の太いパイプは切断しないでください。のこ刃先端がパイプ内壁
に当たって,の こ刃を折損する恐れがあります。

・切断時に無理な力を加えないでください。のこ刃を折損したり,の こ刃の

寿命を早める原因になります。軽い力 (約5kg)で 切込んでください。
・加工物を固定しない状態で切断すると力が入らず,ま た不安定となります。

塵璽・管蕃積賃雪ご塁≧ご宰選鴛3響?お音↓、Pあ歓密を漂李督す夢腎覇企
たまるときには,そ の都度清掃 しながら作業 してください。

・厚のこ刃による鋼管などの切断は,作 業の安定性および能力向上のた

め,チ ェーンバイスを使用してください。

チェーンバイスを使用しての切断………

(1)既 設管など,固 定されているもの以外の加

工物は,万 力等でしっか り固定 します。

(2)チ ェーンをチェーンバイスのフックに確実

に入れ,ハ ン ドルをまわ してチェー ンバ イ

フック   ス を加工物にしっか り固定 します。 (図 8)

0本 体の先瑞部の穴をチェーンバイスの軸に

チェーン  合 わせ,軸 の段付け部に突 き当たるまでさ

し込みます。(図9, 10)

(4)本体を引張つてみて軸の溝にボールプラン

ジャネジの先端のボールが入ったことを確

認 してください。

ハ ン ドル

図  8
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ンバイス ボールプランジャネジ

先端部の穴

段付け部

図  9 図 10

(5)加工物に軽 くのこ刃を当てた状態で,ス イ

ッチを入れ徐 々に切込んでいきます。のこ

刃 に力をかけす ぎると刃の寿命を早める原

因とな りますので,特 に切 り始め と切 り終

りには軽い力で切断してください。(図 11)

図    11 襲国
。長いのこ刃 (番号 23)の 場合,の こ刃を加

工物に当てないで無負荷運転すると,の
こ刃が振れて折れる恐れがあります。

2.チ ェーンパ イスな しで切断………

(1)加工物を万力等で確実に固定 します。

(2)ベースを加工物にしっか り押 し当ててから

スイッチを入れ,徐 々に切込んでいきます。

(図12)

襲∃・ベースを加工物にしっかり押し当てない
で切断すると振動によりのこ刃を折損す

る恐れがあります。

図  12

過負荷保護回路について
本機は強 く押 し付けるなどの異常負荷時やのこ刃が加工物 にはさまれた場

合に,過 負荷保護回路が働いてモーターが停止するようになっています。
このときは直ちにスイッチを切 り,無 負荷状態にして ください。再度,ス

イッチを入れますと正常に運転できま→。

段付け部

ベ ー ス
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のこ刃について

作業の能率や仕上げを良 くするには,

を使 うことが大切です。下表を参照 し,

さV 。ヽ

加工物の材質や厚 さに適 したのこ刃

加工物に適 したのこ刃をご使用 くだ

のこ刃番号 パイプサイズ 長 さ 山数 厚 さ 巾 材 質 用 途 備 考

No.21 ～40A(11ん B) 140剛

8山 1.6 1BIll2 5 11ulハイス

鋼 管
鋳鉄管
樹脂管
アングル

No.22 ～100A(4B) 2001nHl
標準付属品

No.23 ～150A(6B) 2901nEl

保守 ・点検
=====ユ ■:=■■車1章====:i=|=1==|:==車:
空 車:==車車= 1ヽ熱 、1==革=:==車 =ヽ章:章

・点検 ・手入れの際は,必 ずスイッチを切り,さ し込みプラグを電源から抜
いておいてください。

1.の こ刃の点検 ………

のこ刃の切れ味が悪 くなったものをそのままご使用になっておりますと,モ
ーターに無理をかけることになり,ま た,能 率も落ちますから早めに新品と交

換してください。

2コカーボンブラシの点検………

モーター部 には,消 耗品であるカーボ

ンブラシを使用 してお ります。カーボン

ブラシの摩耗が大 きくなります と,モ
ー

ターの故障の原因とな りますので,長 さ

が摩耗限度 (6 1nEl)ぐらいにな りました ら

新品 と交換 してください。

また,カ
ーボンブラシはゴミなどを耳

り除いてきれいに し,ブ ラシホルダ内で

自由にすべるようにしておいてください。
13図

塵重
・新品と交換の際は,必 ず図示の番号“3)の日立カーボンブラシをご使

ツプ

3.各 部取付 けネジの点検………

各部取付けネジでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検 してくだ

さい。もしゆるんでいるところがありましたら締めなおしてください。

ゆるんだままお使いになりますと危険です。

ヤキンヽラブでど

】
ます。

力
般

ま
，

ず功
触

ブ
円

彬
惨

ヽ
。
　
一
図

ｔ

　

力

／
ｔ

ヽ

さ

摩耗限度

カーボンブラシの番号

(琉督灯再掛;先` )
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4.モ ーター部の取扱いについて………

モーター部の巻線部分は本機の心臓部ともいえます。巻線部分にキズをつけ

たり,洗 油や水をつけたりしないよう十分注意してください。

・モーター内部にゴミやほこりがたまると,故 障の原因になります。

50時 間ぐらい使用 しましたら,モ ーターを無負荷運転させて,湿 気の

ない空気をハウジングの風穴から吹き込んでください。ゴミやほこり

の排出に効果があります。

5口表画とプランジャ部のよごれの清掃………

本機の外枠は強 じんな合成樹脂製ですが,ガ ソリン,シ ンナー,石 油夕灯

油類を付着させると表面をいためます。

清掃の場合は,か わいた布か石けん水をつけた布などでふいて ください。

・作業終了後,プ ランジャ部に切粉 ・土 。砂 ・水分などを付着 したまま

にしておくと,プ ランジャ部 (図4参 照)が さびついて横体内部の故障

の原因になるので,必ず清掃して保管してください。

ご修理のときは

本機は,巌 密な精度で製造されています。したがいまして,も し正常に作動
しなくなったような場合には,決 してご自分で修理をなさらないで下記のとこ

ろにご用命 ください。

最寄 りの レッキス製品取扱店

レッキスエ業営業所 (裏表紙参考)

レッキステクノサービス 0729-63-1960

その他,部 品ご入用の場合,あ るいは取扱い上でご不明の点がございました

らご遠慮なくお問い合わせ ください。

※  (外 観などの一
部を変更している場合があ ります。)
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